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サーチャー から アナリスト へ.docx 

ドキュメント 

要約してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

This document captures a YouTube discussion featuring Tomomi Wakatsuki, Chief 

Officer of Intellectual Property Solutions at Daicel, focused on the transition from 

searcher to analyst within the context of IP (Intellectual Property) landscape 

analysis in corporate settings. Key topics include the historical development and 

current role of IP landscape analysis, differences between IP search and IP 

landscape roles, and challenges in implementing IP strategies across company 

divisions. Wakatsuki details her journey from patent search to IP analysis and 

emphasizes the importance of collaboration with business and research departments 

to effectively integrate IP insights into strategic planning. 

The discussion also touches on corporate culture shifts over the past 20 years in 

the field of IP analysis, mentioning the increased reliance on patent maps and IP 

landscape tools. There is a strong emphasis on the top-down and bottom-up 

processes required to establish IP awareness within a company, highlighting Daicel’s 

unique integration of IP into its organizational structure. Wakatsuki shares practical 

advice on fostering inter-departmental cooperation and creating a culture that 

values IP analysis for competitive advantage. 

If you would like a deeper analysis of specific sections, please let me know. 

4o 

あなた: 
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日本語で 

ChatGPT: 

ChatGPT 

この文書は、ダイセル株式会社の知的財産ソリューショングループ主席部員である若

槻智美氏が、企業における IP（知的財産）ランドスケープの実践について語った

YouTube のディスカッションの内容を記録したものです。主なテーマは、「サーチャー」

から「アナリスト」への転身、IP ランドスケープ分析の歴史的な発展、IP 調査と IP 分

析の違い、企業内での IP 戦略の実装の課題です。若槻氏は、特許検索から IP 分析

への移行に関する自身の経験を詳述し、事業部門や研究部門との連携を通じて IP

知見を戦略的に活用する重要性を強調しています。 

また、このディスカッションでは、過去 20 年間の企業における IP 分析の役割の変化

にも触れ、特許マップや IP ランドスケープツールの利用が増えている現状についても

言及されています。さらに、企業内での IP 意識を醸成するためには、トップダウンと

ボトムアップのプロセスが重要であるとし、ダイセルの独自の組織構造が IP 分析の

浸透に寄与している点も説明されています。若槻氏は、部門間の協力を促進し、競争

優位を得るために IP 分析を重視する企業文化を築くための実践的なアドバイスも共

有しています。 

特定のセクションについてさらに詳しく知りたい場合はお知らせください。 

4o 

あなた: 

「サーチャー」から「アナリスト」への転身、をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

若槻氏が「サーチャー」から「アナリスト」へと転身した経験は、知的財産業務における

役割の変化を反映しています。特許の「サーチャー」としての役割は、特定の範囲内

で必要な情報を正確に調べることに重点が置かれていました。依頼された範囲に対

してノイズが少なく精度の高い結果を提供することが求められ、これには明確な目的

と範囲があるため、ある程度確立された方法で仕事を進めることができました。 
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一方、「アナリスト」になると、調査の範囲や目的があらかじめ決まっているわけでは

なく、自ら分析の方向性を定める必要があります。IP ランドスケープ分析では、例え

ば「事業部門が何を求めているのか」や「この情報がどのようにビジネスに貢献する

のか」といった点も考慮し、分析結果の価値を明確にすることが求められます。その

ため、「アナリスト」には柔軟な思考と、幅広い視点でデータを解釈する能力が必要と

なります。 

若槻氏は、初期にはアナリストとしての役割への移行に多くの課題を感じたと述べて

います。サーチャーとしての経験は分析の基盤となる知識や技術を提供しましたが、

アナリストとしては「何を調べるかを自分で決める」点が大きなハードルだったと振り

返ります。また、特許調査では、依頼に対して完成度の高い結果を提供することが重

要視されるのに対し、IP 分析では「仮段階での提案」や「頻繁なフィードバックのやり

取り」が必要であり、依頼者との継続的な対話が重要となると語っています。 

さらに、「アナリスト」として事業部門や研究部門と定期的に会話し、分析の進行状況

や方向性を確認しながら進める手法が必要であると強調しています。特に、単に分析

を行うだけでなく、その結果を事業の意思決定にどう結びつけるかが重要であり、若

槻氏はこの点で「アナリスト」としての役割に必要な能力と姿勢を次第に身に付けてい

ったと述べています。 

4o 

あなた: 

IP ランドスケープ分析の歴史的な発展、をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

IP ランドスケープ分析の歴史的な発展について、若槻氏の話から得られる主なポイ

ントは以下の通りです。 

1. 2000 年代前半の「パテントマップ」ブーム 

2000 年代前半、日本では「パテントマップ」が知的財産分析の主流として広く利用さ

れるようになりました。当時は主に、特許データをマッピングして視覚的に競合状況や

技術分野の傾向を把握する手法が注目されていました。この時期のパテントマップ
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は、分析の目的が必ずしも明確でない場合が多く、「とにかく特許を分析してみよう」と

いう側面が強かったと若槻氏は振り返っています。また、当時のツールは技術的にも

限界があり、作成されたマップが必ずしも実務に活用されるとは限りませんでした。 

また、パテントマップの使用はデータの可視化にとどまることが多く、各特許の技術的

価値や市場との関連性に踏み込んだ深い分析は少なかったようです。当時のパテン

トマップが一時的なブームで終わった背景には、「分析自体が目的になってしまい、

実際の意思決定に活かされないことが多かった」という反省もあったと述べています。 

2. 2010 年代後半の IP ランドスケープの台頭 

2010 年代後半になると、知財分析のニーズが大きく変化し、従来のパテントマップに

代わって IP ランドスケープが注目されるようになりました。特に 2017 年に「知財人材

スキル標準バージョン 2.0」で IP ランドスケープが推奨されたことが、企業内での実践

を後押ししました。IP ランドスケープは、単なる特許分析にとどまらず、事業戦略や技

術開発の方向性を支援するための高度な分析手法として位置づけられています。 

この新しいアプローチでは、単なる特許の可視化ではなく、事業や技術の戦略的な意

思決定に役立つ「目的志向の分析」が重視されます。これにより、知財部門だけでな

く、事業部門や研究部門などの関連部門とも密接に連携し、彼らのニーズや目的に

基づいた分析が行われるようになりました。若槻氏も、IP ランドスケープでは調査内

容を依頼者と協議しながら柔軟に調整することが重要だと述べています。 

3. 組織的な普及とトップダウンの取り組み 

若槻氏の所属するダイセルでは、IP ランドスケープの普及がトップダウンで進めら

れ、経営層からの強力な支援を受けたことが効果的だったとされています。2017 年

の日経新聞における知財戦略の特集を契機に、経営層が IP ランドスケープの重要

性を認識し、中期経営計画に「攻めの知財」や「IP ランドスケープの実践」が掲げられ

るようになりました。これにより、知財部門が主体となって事業部門や研究部門との連

携が進み、IP ランドスケープが企業の戦略決定プロセスに組み込まれていきました。 

また、若槻氏は「事業部門と研究部門が危機感を持って知財部門に相談に来るよう

になった」と述べており、特許や知財に対する理解がより組織全体に浸透したと振り

返っています。これにより、IP ランドスケープの分析結果が戦略的に活用される体制

が整い、知財が組織全体の競争優位に貢献する構造が構築されたといいます。 

4. IP ランドスケープとパテントマップの違い 
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若槻氏は、IP ランドスケープとパテントマップの違いについても言及しています。パテ

ントマップは過去のデータを可視化するためのツールであったのに対し、IP ランドスケ

ープは、未来の事業戦略や技術開発の方向性を導き出すための「戦略的な分析」が

求められます。IP ランドスケープは、事業部門や研究部門と対話しながら目的を明確

にし、求められる結果に向かって柔軟に分析を進めることが特徴です。このため、IP

ランドスケープは単なる知財情報の分析を超えて、経営判断に直接的に寄与するツ

ールとしての役割を担っています。 

5. 今後の IP ランドスケープの課題 

若槻氏は、IP ランドスケープはまだ発展の途上にあると述べています。特に、全社的

に知財の活用意識を定着させるには、経営層の理解とサポートが欠かせないため、ト

ップダウンでの支援が重要であるとしています。また、現場レベルでの実践には事業

や研究部門との緊密なコミュニケーションが不可欠であり、目的に応じた柔軟な分析

を行うスキルが求められるといいます。IP ランドスケープが今後さらに普及し、企業競

争力の向上に寄与するためには、組織全体で知財の重要性を理解し、活用する文化

を構築していくことが課題とされています。 

4o 

あなた: 

「若槻氏は、特許検索から IP 分析への移行に関する自身の経験を詳述し、事業部門

や研究部門との連携を通じて IP 知見を戦略的に活用する重要性を強調していま

す。」をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

若槻氏は、自身が特許検索から IP 分析へと役割を移行していく中で、事業部門や研

究部門と連携しながら知的財産（IP）の知見を活用することが、いかに戦略上重要で

あるかを強調しています。その経験を通して、特に次のようなポイントが述べられてい

ます。 

1. 「サーチャー」としての役割からの脱却 
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特許検索担当（サーチャー）としての役割では、依頼された範囲で正確な情報を提供

することが求められていました。例えば、先行技術調査や無効資料調査など、明確な

範囲や目的が設定された調査を担当し、その中で正確さや効率が重視される仕事で

す。しかし、IP 分析（アナリスト）では、事前に明確な調査範囲が決まっていない場合

が多く、自ら分析の方向性や手法を設定する必要があり、従来の調査業務とは異な

る姿勢が求められます。この点について若槻氏は、調査から分析へと業務範囲を広

げることで、事業戦略と直接結びつく仕事の価値や重要性を再認識したと述べていま

す。 

2. 事業・研究部門との連携の重要性 

IP 分析を効果的に行うためには、知財部門だけで完結するのではなく、事業部門や

研究部門と密接に協力し、彼らのニーズや目標を深く理解することが重要だと若槻氏

は語ります。IP ランドスケープ分析では、単なる特許情報の収集・整理を超えて、競

合分析や技術トレンドを把握し、どのように自社の技術開発や製品戦略に活用する

かを考えなければなりません。そのため、事業部門や研究部門の担当者と頻繁にコミ

ュニケーションを取り、彼らが抱える課題や戦略目標を理解した上で、それに応じた

分析結果を提供することが求められます。 

3. 継続的な対話とフィードバック 

若槻氏は、事業部門や研究部門と連携するためには、分析結果を「仮段階での提

案」として早めに共有し、フィードバックをもらいながら調整を繰り返すプロセスが重要

であると述べています。特許検索とは異なり、IP ランドスケープ分析では一度の調査

で完結するわけではなく、進捗に応じて段階的に情報を提供し、部門間でキャッチボ

ールを続けることで、分析結果が事業部の具体的な意思決定に役立つ内容へと精度

を高めていく必要があります。このプロセスにより、分析結果がより実用的で、事業や

研究の方向性に合致したものとなりやすくなるといいます。 

4. 知財の視点を事業戦略に組み込む役割 

若槻氏は、IP 分析の成果を事業戦略に反映させることが、企業全体の競争力を高め

るために重要であると考えています。IP ランドスケープ分析により、競合の技術動向

や市場ニーズを把握し、自社の強みや差別化ポイントを見極めることで、将来的な技

術開発や市場展開において有利なポジションを築くことが可能です。これを実現する

ためには、IP 分析担当者が事業部門と研究部門の「橋渡し」としての役割を果たし、

知財部門の知見を戦略的に活用していくことが不可欠です。 
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5. トップダウンとボトムアップのサポートの必要性 

若槻氏の経験から、IP 知見を戦略に活用するためには、単に知財部門が独自に分

析を進めるだけでなく、経営層のサポートや企業全体での IP 意識の浸透も重要であ

ると述べています。トップダウンの支援により、IP ランドスケープの取り組みが会社全

体の戦略の一部として位置づけられるとともに、各部門からの具体的な協力も得やす

くなります。このような企業文化が醸成されることで、IP 分析が単なる知財部門の業

務にとどまらず、経営・事業戦略を支援するための不可欠なツールとして役立つよう

になります。 

若槻氏のこれらの経験と視点は、IP 分析を通じて知財の知見を事業戦略に活かすこ

との重要性と、分析結果が有効に活用されるために必要な具体的な手法と組織体制

の両方を示唆しています。 

4o 

あなた: 

「若槻氏は、部門間の協力を促進し、競争優位を得るために IP 分析を重視する企業

文化を築くための実践的なアドバイスも共有しています。」をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

若槻氏は、部門間の協力を促進し、IP 分析を活用して企業が競争優位を得られるよ

うにするための文化を築くために、以下の実践的なアドバイスを共有しています。 

1. 部門間の連携を深めるための「三味一体」体制の構築 

若槻氏は、ダイセルで実践されている「三味一体」体制が IP 分析文化の基盤になっ

ていると述べています。この体制では、事業部門、研究部門、知財部門それぞれに

IP 関連の担当者が配置され、各プロジェクトにおいて三者が連携して進める仕組み

が整備されています。事業部門が求める技術ニーズや市場の動向に基づいて、知財

部門が分析を行い、研究部門が開発に活かすという流れがスムーズに行われるよう

になっています。このように、知財の視点を事業部門と研究部門に自然に取り込むこ

とで、部門間の協力が促進され、IP 分析の成果が経営戦略や技術開発に結びつき

やすくなります。 
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2. 経営層によるトップダウンのサポート 

IP 分析の文化を企業全体に根付かせるためには、経営層のトップダウンによるサポ

ートが重要です。若槻氏は、ダイセルが中期経営計画に「攻めの知財」や「IP ランドス

ケープの実践」を掲げたことで、知財部門のみならず全社的に IP 分析が戦略の一部

として認識されるようになったと述べています。経営層が IP の重要性を理解し、その

価値を積極的に発信することで、他の部門も IP 分析の結果に対して関心を持ちやす

くなり、連携が深まるとされています。 

3. 他部門との定期的なコミュニケーションの場の設定 

部門間の協力を促進するために、他部門との定期的なミーティングやディスカッション

の場を設けることが重要です。若槻氏は、各部門の担当者が月に一度集まって、IP

に関する情報共有や相談を行う場を設けていると述べています。異業種交流のよう

な形で、デジタル部門や事業企画、研究部門のメンバーが参加し、IP ランドスケープ

に関する最新情報や分析結果を共有することで、お互いの課題や目標に対する理解

が深まります。こうした場があることで、IP に興味を持つ人々がネットワークを形成

し、他の業務でも連携しやすくなる効果が期待できます。 

4. 小さな成果の積み重ねによる信頼関係の構築 

部門間の協力を促進するためには、IP 分析の具体的な成果を示すことで、他部門か

らの信頼を得ることも重要です。若槻氏は、事業部門や研究部門にとって役立つ分

析結果やアドバイスを提供し、IP 分析が実務に直結していると実感してもらうことが

大切だとしています。例えば、IP 分析によって競合の技術動向や新しい市場の機会

を示すことができれば、事業部門の戦略立案に大きく貢献できます。小さな成功体験

を積み重ねることで、他部門が IP 分析の価値を実感し、協力が得やすくなります。 

5. 依頼内容に基づく柔軟な分析と頻繁なフィードバックの実践 

若槻氏は、IP 分析の依頼に対して柔軟に対応し、定期的にフィードバックをもらいな

がら進行することの重要性を強調しています。特に IP 分析では、依頼内容が漠然と

している場合も多く、事業部門や研究部門と繰り返しディスカッションを行いながら分

析範囲や方向性を確定していきます。このような頻繁な対話により、他部門が求める

情報に即した分析が可能となり、IP 分析の実用性が高まります。こうして、IP 分析が

実務や戦略の意思決定に役立つことを示すことで、他部門との協力関係が強化され

ます。 
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6. 社内ネットワークと交流を促進する取り組み 

若槻氏は、IP 分析に興味を持つ社内のメンバーが交流しやすい環境を整えるため、

月 1 回のディスカッションの場を設け、部門間のネットワークを広げることの重要性を

挙げています。このような場では、例えば最近入手した技術情報や業界動向などを共

有し、各部門が持つ知見を集約することで、IP 分析の結果に多角的な視点を取り入

れることができます。異なる視点を持つメンバー同士が交流することで、IP 分析の深

みが増し、組織全体で知財の活用価値が共有されることにも繋がります。 

7. 他部門における IP 分析の価値への意識付け 

最後に、他部門が IP 分析の価値を意識するよう働きかけることも若槻氏が重視して

いるポイントです。事業部門や研究部門の中には、IP 分析が直接的な業務と結びつ

いていないと感じる社員も少なくありません。そこで、IP 分析の具体的な成果を示し、

事業に役立つ情報を提供することで、他部門が IP 分析の意義を理解し、積極的に協

力するようになります。このようにして IP 分析が企業全体の戦略に貢献する存在とし

て認識され、企業文化として定着していくことが目指されます。 

以上のアドバイスを通じて、若槻氏は IP 分析を企業文化として根付かせ、競争優位

を得るための基盤を築くことができると強調しています。このような取り組みは、単に

IP 分析が知財部門の業務にとどまらず、企業全体での意思決定や戦略的活動に貢

献するために必要な要素といえます。 

4o 
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